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施設ご利用時のお願い 

（新型コロナウィルス感染拡大防止のために） 

 

国立若狭湾青少年自然の家 

令和２年４月８日 

 

 施設をご利用いただくにあたり、下記事項にご留意くださるようお願いいたします。 

 （注意！） 

  このご案内は、施設利用受入停止が解除となる場合の留意事項です。 

  また、感染拡大の状況や国・福井県の要請などに応じて変更となる場合があります。 

 

＜利用上の対策＞ 

１ 利用申込・利用まで 

   □ 通常どおり受付を行います。施設における感染症拡大の対策（下記２以降）を参照いただき、

御理解いただいた上でお申し込みください。 

□ ご利用初日から過去 2 週間以内に発熱や風邪の症状で受診や服薬等をした方は、御利用   

 いただかないようにご協力をお願いいたします。 

□ マスク、体温計等は団体でご準備くださるようお願いいたします。 

 

２ 利用期間中 

□ 宿泊利用滞在中は、朝・就寝前の２回の検温を行うなど、参加者の健康状態の確認をお願 

いします。なお、検温のための体温計は団体側でご準備くださるようお願いします。 

□ 施設内に設置している、アルコール・次亜塩素酸消毒液をご活用ください。また、基本の「手洗 

い・うがい」を実施してください。 

□ 食堂はバイキング方式を継続実施します。バイキングレーンに並んで食事を盛り付けるときには、

マスクをするか、しゃべらないように指導をお願いいたします。 

   □ 食事の際、利用が 1 団体のみである日は、混雑しないように時間帯を分散させることもできま 

すのでご相談ください。 

□ 活動プログラムは通常通り実施いたします。野外炊事も屋外での活動のため、通常通りの対応 

となります。 

□ 宿泊室について、余裕を持った部屋割りにしたい場合は御相談ください。可能な範囲で対応い 

たします。 

□ 研修室、宿泊室は、御利用の際に定期的に換気をお願いいたします。 

□ 入浴時は団体に割り振られた時間帯の中で、可能な範囲で混雑しないように配慮ください。 

□ 朝のつどいは、実施いたしません。  

   □ 1 団体のみの御利用の場合、必要がなければ夕方の代表者会議は行いません。 
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３ 利用中に発熱・咳などの症状が出た場合 

◎コロナウィルスである場合を想定した対応とさせていただきます。ご理解御協力をお願いします。 

① まずは宿泊棟の内線電話・携帯電話などから、事務室に症状などをお伝えください。 

② 発症者と同室の方全員を、保健室又は講師室（事務室の２階にあります）において、利用 

期間中、待機いただくこととなります。 

 指定した場所までの移動については、館内での他利用者への接触をできるだけ防ぐため、屋外 

を通って保健室又は講師室までおいでいただきます。 

   ③ 発症された方についてはご自宅にご連絡いただき、帰宅していただくようにお願いします。 

  同室だった方のお帰りについては、団体の判断にお任せいたします。 

   ④ 発症された宿泊室は、職員で除菌の後、一定期間利用に提供しません。 

 

４ 利用後 

   ① 滞在中に発熱・咳などの症状でご帰宅された方がおられる場合、帰宅後の経過（診断結果な 

ど）について、自然の家まで必ずご連絡ください。 

   ② 利用終了後２週間の間に、新型コロナウィルス感染症と診断された方がおられた場合、自然の 

家まで必ずご連絡ください。 

 

その他、自然の家では次の対策も講じています 

□ 団体ご出発のあとに、宿泊室や館内各所の除菌を行い、次の団体をお迎えします。 

□ 食事場所のテーブルなどは、団体の入れ替え時の間に除菌を行います。 

□ 職員出勤時も毎朝検温し、体調を確認しています。 

 

 

   ～ 御不明な点等ございましたら何なりとお問い合わせください ～ 

 

＜お問い合わせ先＞ 

       国立若狭湾青少年自然の家   

☎0770-54-3100／fax 0770-54-3023／E-MAIL wakasawan@niye.go.jp 

※ 自然の家最寄りの保健所連絡先  

○福井県嶺南振興局若狭健康福祉センター TEL 0770-52-1300 

mailto:wakasawan@niye.go.jp

